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2広報ふじえだ

平成19年の能登半島地震で倒壊した住宅
写真提供／㈶消防科学総合センター

昨年８月に起きた駿河湾を震源とするマグニチュード6.5
の地震から一年。あのときの教訓は生きていますか。
東海地震に備え、家庭内の防災対策に取り組みましょう。
問危機管理課　☎643･3111　内線383

世
界
各
地
で
大
き
な
地
震
が
発
生

　

今
年
は
、
大
き
な
地
震
が
世
界
各
地
で
起

き
て
い
ま
す
。

　

１
月
に
は
ハ
イ
チ
地
震
（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
7.0
）、
２
月
に
は
チ
リ
地
震
（
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
8.8
）、
４
月
に
は
中
国
・
青せ

い

海か
い

地

震
（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
6.9
）
な
ど
…
。
特
に
、

ハ
イ
チ
地
震
で
は
、
22
万
人
以
上
が
亡
く
な

る
大
惨
事
と
な
り
ま
し
た
。

　

幸
い
日
本
で
は
、
今
年
、
大
き
な
地
震
が

こ
れ
ま
で
起
き
て
い
ま
せ
ん
。
昨
年
、
国
内

で
発
生
し
た
地
震
を
み
る
と
、
８
月
11
日
午

前
５
時
７
分
に
駿
河
湾
を
震
源
と
し
て
発
生

し
た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
6.5
の
地
震
が
一
番
大

き
な
地
震
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
市
内

で
も
震
度
５
弱
を
観
測
。
軽
症
者
10
人
、
建

物
の
一
部
損
壊
２
５
２
件
な
ど
の
被
害
が
あ

り
ま
し
た
。

　

早
朝
の
激
し
い
揺
れ
に
、
当
時
は
「
東
海

地
震
か
」
と
思
っ
た
人
も
多
か
っ
た
よ
う
で

す
。
あ
れ
か
ら
一
年
。
あ
な
た
の
防
災
意
識

は
、
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た
ま
ま
で
す
か
。

４
人
に
１
人
が
何
も
で
き
な
か
っ
た

　

昨
年
の
駿
河
湾
を
震
源
と
す
る
地
震
の
直

後
、
市
政
モ
ニ
タ
ー
48
人
の
み
な
さ
ん
に
地

震
体
験
や
家
庭
の
地
震
対
策
に
つ
い
て
、
お

聞
き
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

族
で
確
認
し
て
お
く

•
窓
ガ
ラ
ス
に
飛
散
防
止
フ
ィ
ル
ム
を
張
る

•
お
風
呂
の
水
を
た
め
て
お
く

•
家
な
ど
の
耐
震
工
事

市
内
全
域
が
震
度
６
弱
以
上
の
揺
れ

　

今
後
30
年
以
内
に
東
海
地
震
が
発
生
す
る

確
率
は
89
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

静
岡
県
が
策
定
し
た
第
３
次
地
震
被
害
想

定
に
よ
る
と
、
東
海
地
震
が
発
生
し
た
場
合
、

市
内
で
予
想
さ
れ
る
震
度
は
、
震
度
７
が
市

全
体
面
積
の
約
５
パ
ー
セ
ン
ト
、
震
度
６
強

が
約
16
パ
ー
セ
ン
ト
、
震
度
６
弱
が
約
79

パ
ー
セ
ン
ト
。
市
内
全
域
が
、
震
度
６
弱
以

上
の
揺
れ
に
襲
わ
れ
ま
す
。
こ
の
揺
れ
に
よ

る
建
物
の
倒
壊
や
家
具
・
家
電
の
転
倒
や
落

下
に
よ
り
、
約
４
５
０
０
人
も
の
死
傷
者
が

発
生
す
る
と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

家
具
の
固
定
が
あ
な
た
の
命
を
守
る

　

大
き
な
地
震
で
は
、
家
具
の
転
倒
や
照
明

器
具
の
落
下
な
ど
に
よ
り
、
多
く
の
命
が
失

わ
れ
て
い
ま
す
。防
災
意
識
の
向
上
で
、年
々

家
具
の
転
倒
防
止
対
策
が
浸
透
し
て
き
ま
し

た
が
、
先
述
し
た
市
政
モ
ニ
タ
ー
ア
ン
ケ
ー

ト
で
も
、
４
割
以
上
が
、
家
具
を
固
定
し
て

い
な
か
っ
た
と
回
答
し
て
い
ま
す
。
自
分
や

家
族
の
命
を
守
る
た
め
、
家
具
の
転
倒
防
止

対
策
な
ど
、
家
庭
内
の
防
災
対
策
に
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
。

家
具
の
転
倒
防
止
を
無
料
で
実
施
中

　

市
で
は
、
無
料
で
家
具
の
転
倒
防
止
器
具

を
３
台
ま
で
、
取
り
付
け
る
事
業
を
進
め
て

い
ま
す
。
対
象
は
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の

み
の
世
帯
や
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
の
交
付

を
受
け
て
い
る
人
の
い
る
世
帯
、
小
学
校
未

就
学
児
が
い
る
母
子
家
庭
な
ど
で
す
。
安
全

な
住
ま
い
づ
く
り
の
た
め
に
、
ぜ
ひ
こ
の
制

度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
危
機

管
理
課
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

生
死
を
左
右
す
る
住
宅
の
耐
震
化

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
６
４
３
７
人

の
犠
牲
者
の
う
ち
、
８
割
以
上
が
建
物
倒
壊

に
よ
る
窒
息
・
圧
迫
に
よ
っ
て
亡
く
な
っ
て

い
ま
す
。
一
方
、
新
潟
県
中
越
地
震
で
は
、

雪
の
重
み
に
耐
え
ら
れ
る
豪
雪
地
帯
特
有
の

堅
固
な
住
宅
が
多
か
っ
た
た
め
、
建
物
倒
壊

に
よ
っ
て
亡
く
な
っ
た
人
は
、
全
体
の
犠
牲

者
68
人
の
う
ち
、
約
４
分
の
１
で
し
た
。
平

成
21
年
度
東
海
地
震
に
つ
い
て
の
県
民
意
識

調
査
に
よ
れ
ば
、
静
岡
県
内
の
住
宅
の
、
約

７
割
が
木
造
住
宅
で
、
そ
の
う
ち
約
８
割
が

耐
震
診
断
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

住
宅
の
耐
震
度
合
を
知
る
目
安
の
一
つ
が
、

耐
震
基
準
が
大
き
く
変
わ
っ
た
昭
和
56
年
６

月
１
日
以
降
に
建
て
ら
れ
た
住
宅
か
ど
う
か

で
す
。
も
し
、
お
住
ま
い
の
住
宅
が
昭
和
56

年
５
月
31
日
以
前
に
建
て
ら
れ
た
木
造
住
宅

の
場
合
は
、
無
料
で
耐
震
診
断
を
受
け
た
り
、

補
強
計
画
や
工
事
へ
の
助
成
を
受
け
た
り
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
と
き
に

あ
な
た
や
家
族
の
命
を
守
っ
て
く
れ
る
「
安

心
住
宅
」
を
目
指
し
、
対
象
と
な
る
住
宅
に

住
ん
で
い
る
人
は
、
ま
ず
は
住
宅
の
耐
震
診

そ
の
他
の
行
動

•
他
の
部
屋
に
い
る
家
族
の
安
否
を
確
認

•
寝
て
い
る
部
屋
・
場
所
が
危
険
だ
っ
た
の

で
、
布
団
か
ら
出
て
避
難
し
た

•
食
器
棚
・
本
棚
・
テ
レ
ビ
の
固
定

•
飲
料
水
や
食
料
の
備
え

•
寝
室
に
家
具
を
置
か
な
か
っ
た
こ
と

•
懐
中
電
灯
や
新
し
い
電
池
の
準
備

•
電
池
対
応
の
ラ
ジ
オ
の
準
備

Ｑ
今
後
、
備
え
が
必
要
だ
と
思
っ
た
こ
と
は

何
で
す
か
。

•
家
具
・
テ
レ
ビ
・
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
固
定

•
食
器
棚
や
タ
ン
ス
の
扉
が
、
地
震
の
揺
れ

で
開
か
な
い
よ
う
に
固
定
す
る

•
飲
料
水
・
非
常
食
・
非
常
持
出
品
の
準
備

や
追
加
、
消
費
期
限
の
確
認

•
避
難
場
所
や
安
否
の
連
絡
方
法
な
ど
を
家

Ｑ
８
月
11
日
早
朝
に
発
生
し
た
地
震
に
よ
り
、

市
内
で
は
震
度
５
弱
を
観
測
し
ま
し
た
。

揺
れ
を
感
じ
た
あ
な
た
が
、
ま
ず
初
め
に

し
た
こ
と
は
何
で
す
か
。

Ｑ
地
震
対
策
と
し
て
、
家
具
の
固
定
を
し
て

い
ま
し
た
か
。

Ｑ
備
え
を
し
て
い
て
良
か
っ
た
こ
と
は
何
で

す
か
。

布団をかぶった
７人（15％）

窓を開けるなど、
逃げ道を確保した
11人（23％）

その他
14人（29％）

何もできなかった
12人（25％）

火の元の確認をした
４人（８％）

していた
24人（50％）

していなかった
21人（44％）

一部していた
３人（６％）

規模 マグニチュード8.0
震度６弱以上

人的被害
死者 271人

計　4,499人重傷者 710人
中等傷者 3,518人

建物被害
大破 6,809棟

計 35,397棟中破 14,829棟
一部損壊 13,759棟

藤枝市の東海地震被害想定（静岡県第３次地震被害想定)

※人的被害は、予知なし・冬季・午前５時に発生した場合。
　建物被害は、予知なし・冬季・午後６時に発生した場合。

倒壊した家屋にとり残された人を救出する訓練

東海地震に　
備
え
る
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市
内
に
は
、
災
害
が
起
き
た
と
き
、
必
要

な
情
報
を
把
握
し
た
り
、
命
を
守
る
た
め
に

自
ら
安
全
な
場
所
に
避
難
し
た
り
す
る
の
が

困
難
な
人
た
ち
が
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
、

災
害
時
に
支
援
を
必
要
と
す
る
人
た
ち
の
こ

と
を
災
害
時
要
援
護
者
と
い
い
ま
す
。
具
体

的
に
は
、
高
齢
者
や
、
障
害
の
あ
る
人
、
介

護
が
必
要
な
人
た
ち
な
ど
で
す
。

　

現
在
、
市
で
は
、
各
自
主
防
災
会
に
依
頼

し
て
、「
災
害
時
要
援
護
者
登
録
台
帳
」
を
、

本
人
の
申
し
出
に
基
づ
き
作
成
し
て
い
ま
す
。

要
援
護
者
一
人
に
対
し
て
複
数
の
地
域
支
援

者
を
選
定
し
、
個
々
の
状
況
に
応
じ
た
支
援

方
法
を
検
討
し
ま
す
。
地
域
支
援
者
は
、
災

害
が
発
生
し
そ
う
な
と
き
や
災
害
が
発
生
し

た
と
き
に
、
災
害
に
関
す
る
情
報
を
伝
え
た

り
、
一
緒
に
避
難
し
た
り
す
る
な
ど
、
要
援

護
者
を
支
援
し
ま
す
。

対
象
／
在
宅
で
生
活
す
る
人
で
、
自
ら
避
難

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
や
、
家
族
と
同

居
し
て
い
な
い
た
め
、
支
援
が
受
け
ら
れ

な
い
人

内
容
／
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
、

身
体
状
況
、
緊
急
連
絡
先
な
ど
を
登
録

方
法
／
お
住
ま
い
の
地
区
の
自
主
防
災
会
長

ま
た
は
民
生
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

※
台
帳
に
登
録
し
た
情
報
は
、
災
害
時
の
み

の
利
用
に
備
え
て
自
主
防
災
会
・
民
生
委

員
・
地
域
支
援
者
で
厳
重
に
管
理
し
、
支

援
活
動
の
た
め
だ
け
に
使
い
ま
す
。

世
帯
な
ど
は
60
万
円
）

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
建
築
住
宅
課
（
内
線

２
１
３
）
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

同
報
無
線
が
電
話
で
確
認
で
き
る

　

昨
年
か
ら
、「
こ
ち
ら
は
広
報
ふ
じ
え
だ

で
す
」
で
始
ま
る
、
同
報
無
線
で
放
送
し
た

内
容
を
、
放
送
後
、
電
話
で
聞
く
こ
と
が
で

き
る
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

放
送
が
聞
き
取
れ
な
か
っ
た
と
き
や
、
も

う
一
度
内
容
を
確
認
し
た
い
と
き
は
、
次
の

番
号
に
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

☎
６
４
６
・
５こ

０う

４ほ

０う

・
最
新
の
放
送
内
容
か
ら
確
認
で
き
ま
す
。

・
最
大
で
24
時
間
以
内
に
放
送
し
た
内
容
を

確
認
で
き
ま
す
。

・
利
用
に
は
、
通
話
料
が
か
か
り
ま
す
。（
市

内
通
話
料
程
度
）

・
混
雑
時
は
、
話
し
中
と
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
場
合
は
、
し
ば
ら
く
し
て
か

ら
、
お
掛
け
直
し
く
だ
さ
い
。

※
同
報
無
線
で
は
、
地
震
発
生
な
ど
の
緊
急

通
報
や
、
朝
夕
の
試
験
通
報
の
ほ
か
、
行

方
不
明
者
の
お
尋
ね
や
光
化
学
オ
キ
シ
ダ

ン
ト
（
ス
モ
ッ
グ
）
注
意
報
な
ど
の
、
一

般
通
報
も
行
っ
て
い
ま
す
。

９
月
１
日
は
総
合
防
災
訓
練

　

藤
枝
市
で
は
、
９
月
１
日
㈬
の
「
防
災
の

日
」
に
、
国
・
県
と
連
携
し
た
総
合
防
災
訓

練
を
行
い
ま
す
。
こ
の
訓
練
は
、
市
内
の
自

主
防
災
組
織
や
学
校
な
ど
の
協
力
を
得
て
行

う
、
市
民
総
参
加
型
の
総
合
防
災
訓
練
で
す
。

　

万
一
、
災
害
が
起
き
た
と
き
に
、
冷
静
に

行
動
す
る
た
め
に
は
、
日
ご
ろ
の
訓
練
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
お
住
ま
い
の
地
区
の
自
主
防

災
会
の
訓
練
に
参
加
し
、
消
火
器
や
救
助
器

具
の
取
り
扱
い
、
応
急
手
当
の
方
法
な
ど
を

学
ん
で
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
ま
し
ょ

う
。

日
程
／

午
前
７
時　
　
　

東
海
地
震
注
意
情
報
発
表

　

午
前
８
時
30
分　

東
海
地
震
予
知
情
報（
警

戒
宣
言
）
発
表

午
前
９
時
30
分　

地
震
発
生

正
午　
　
　
　
　

訓
練
終
了

※
訓
練
の
実
施
日
や
内
容
な
ど
は
、
地
区
ご

と
に
異
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、
地
区
の
自
主
防
災
会
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

地域の人たち（自治会・自主防災会・民生委員・地域支援者など）

災害時要援護者

要援護者台帳登録者

同意・申請

災害時の支援 情報提供
（台帳の開示）

まずは、自分自身の身の安全は自分で
守るを念頭に、自分でできる防災対策
に努めましょう。

災害時に迅速な支援活動が行えるよう、
あらかじめ手助けが必要な人の状況を
把握し、支援者のネットワークを作り
ます。日常生活から住民同士のつなが
りを深め、安全・安心なまちづくりを
しましょう。

自助 ～できることは自分で～

共助 ～地域で支え合おう～

地域の安全は
地域のみんなで守る  

市
内
に
は
、
地
震
や
集
中
豪
雨
な
ど
の
災
害
が
発
生
し
た
と
き
、
自
力
で
避
難
す
る
の
が

困
難
な
人
た
ち
が
い
ま
す
。
市
で
は
、
各
自
主
防
災
会
に
依
頼
し
て
、「
災
害
時
要
援
護

者
登
録
台
帳
」
を
作
成
し
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

問
社
会
福
祉
課　

内
線
６
５
８

災
害
時
要
援
護
者
登
録
台
帳
を
作
成
し
て
い
ま
す

中学生による放水訓練

断
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

補
強
で
地
震
に
強
い
わ
が
家
に

　

市
と
県
で
は
、
予
想
さ
れ
る
東
海
地
震
で
、

建
物
の
倒
壊
に
よ
る
死
者
ゼ
ロ
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
の
取
り
組
み
が
、
木
造

住
宅
耐
震
化
の
た
め
の
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

Ｔ
ト

Ｏ
Ｕウ

Ｋ
カ

Ａ
Ｉイ

－

０ゼ
ロ

」
で
す
。
専
門
家
に
よ

る
無
料
耐
震
診
断
の
結
果
を
受
け
、
耐
震
補

強
計
画
の
作
成
や
、
必
要
に
応
じ
て
行
う
耐

震
補
強
工
事
に
対
し
て
、
費
用
の
補
助
を

行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
／
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
て
ら

れ
た
木
造
住
宅

①
専
門
家
に
よ
る
無
料
耐
震
診
断

　

耐
震
診
断
補
強
相
談
士
が
、
耐
震
診
断

と
補
強
に
つ
い
て
の
相
談
に
、
無
料
で
応

じ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
⬇

②
耐
震
補
強
計
画
の
作
成
に
補
助

　

木
造
住
宅
の
耐
震
補
強
工
事
を
行
う
た

め
に
作
成
す
る
、
耐
震
補
強
計
画
の
作
成

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
金
額
／
費
用
の
３
分
の
２
以
内

　
　
　
　
　
　
　
⬇

③
木
造
住
宅
の
耐
震
補
強
工
事

　

耐
震
評
点
1.0
未
満
の
木
造
住
宅
に
対
し
、

耐
震
評
点
を
0.3
ポ
イ
ン
ト
以
上
上
げ
て
、

耐
震
評
点
を
1.0
以
上
に
す
る
耐
震
補
強
工

事
を
行
っ
た
場
合
、
工
事
費
用
を
補
助
し

ま
す
。

補
助
金
額
／
40
万
円
（
65
歳
以
上
の
高
齢

者
の
み
の
世
帯
や
障
害
者
が
同
居
す
る

▲

女
性
消
防
団
員
に
よ
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
操
作
訓
練
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激
化
し
た
国
内
へ
の
空
襲

　

早
い
も
の
で
、
昭
和
20
年
（
１

９
４
５
）
の
太
平
洋
戦
争
の
終
戦

か
ら
、
本
年
８
月
15
日
で
65
年
に

な
り
ま
す
。

　

当
時
の
記
録
を
見
る
と
、
日
本

の
敗
色
が
濃
く
な
っ
て
い
た
昭
和

19
年
末
か
ら
は
、
ア
メ
リ
カ
軍
の

Ｂ
29
爆
撃
機
に
よ
る
日
本
各
地
へ

の
爆
撃
が
激
し
く
行
わ
れ
ま
し
た
。

東
京
や
大
阪
と
い
っ
た
大
都
市
ば

か
り
で
な
く
、
全
国
の
ほ
と
ん
ど
の

中
小
都
市
が
空
襲
を
受
け
ま
し
た
。

藤
枝
で
も
空
襲
の
被
害
が

　

昭
和
20
年
１
月
９
日
午
後
２
時

こ
ろ
、
１
機
の
Ｂ
29
が
藤
枝
上
空

に
飛
来
。当
時
の
藤
枝
町
役
場（
藤

枝
５
丁
目
）
か
ら
小こ

坂さ
か

地
区
（
藤

枝
３
丁
目
）
に
か
け
て
、
爆
弾
を

投
下
し
ま
し
た
。
爆
弾
の
数
は
11

発
（
藤
枝
防ぼ
う

空く
う

監か
ん

視し

哨し
ょ
うの

記
録
）。

こ
の
う
ち
、
町
役
場
の
裏
へ
落
ち

た
爆
弾
は
、
役
場
の
防ぼ

う

空く
う

壕ご
う

を
直

撃
。
会
議
の
た
め
集
ま
っ
て
い
た

当
時
の
藤
枝
町
長
・
岡
部
町
長
・

藤
枝
農
学
校
長
を
は
じ
め
、
６
人

が
爆
死
す
る
と
い
う
悲
劇
と
な

り
ま
し
た
。
現
在
そ
の
場
所
に
は
、

「
殉
職
碑
」
が
建
っ
て
い
ま
す
。
小

坂
地
区
で
も
、
住
民
２
人
が
亡
く

な
っ
た
ほ
か
、
多
数
の
負
傷
者
が

出
て
い
ま
す
。

藤
枝
が
空
襲
さ
れ
た
理
由

　

な
ぜ
、
藤
枝
が
空
襲
を
受
け
た

の
か
、
そ
の
真
相
は
、
今
ま
で
明

ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
市
史
編
さ
ん
調
査
に

当
た
り
、
委
員
の
土
居
和
江
さ
ん

が
ア
メ
リ
カ
軍
側
の
資
料
を
詳
細

に
分
析
し
た
結
果
、
わ
か
っ
て
き

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
藤
枝
空
襲

は
、
対
日
戦
略
爆
撃
を
統
括
し
た

ア
メ
リ
カ
軍
第
21
爆
撃
機
集
団
に

よ
る
作
戦
任
務
18
番（
ミ
ッ
シ
ョ

ン
18
）と
深
い
関
係
に
あ
る
と
い

う
の
で
す
。

悪
天
候
が
も
た
ら
し
た
空
襲

　

ミ
ッ
シ
ョ
ン
18
の
第
一
目
標
は
、

東
京
の
中
島
飛
行
機
武
蔵
製
作
所

へ
の
爆
撃
。
72
機
の
Ｂ
29
が
日
本

時
間
の
１
月
９
日
早
朝
、
マ
リ
ア

ナ
基
地
を
出
撃
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
当
日
の
日
本
上
空
は
極
度
の

悪
天
候
の
た
め
、
編
隊
飛
行
が
難

し
く
、
バ
ラ
バ
ラ
で
東
京
に
向
か

い
ま
し
た
。

　

結
局
、
第
一
目
標
へ
到
達
し
て

爆
弾
を
投
下
し
た
の
は
、
わ
ず
か

18
機
。
残
り
は
、
そ
れ
以
外
の
目

標
地
点
へ
投
弾
し
た
り
、
爆
弾
を

捨
て
た
り
し
て
い
ま
す
。
第
一
目

標
以
外
へ
投
弾
し
た
32
機
の
う
ち
、

１
機
が
午
後
２
時
に
「
静
岡
」
に

投
弾
し
た
こ
と
が
、
ア
メ
リ
カ
の

記
録
に
残
さ
れ
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
、
静
岡
市
内
で
の
空
襲
が

あ
っ
た
記
録
は
一
切
残
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
こ
の
静
岡
へ
の
投
弾
が

藤
枝
へ
の
爆
撃
と
み
ら
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
最
新
刊
の
『
藤
枝

市
史
研
究
』
第
11
号
に
資
料
紹
介

と
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

『
藤
枝
市
史
研
究
』
第
11
号

Ｂ
５
判
・
90
ペ
ー
ジ
・
８
０
０
円

郷
土
博
物
館
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

えだっこじてん⑯

問文化財課　内線758

郷土博物館・文学館の催し
問郷土博物館・文学館　☎645･1100

●企画展　加藤まさをの音楽世界
　「赤い鳥～月の沙漠・童謡・歌曲の作曲家たち」
　大正から昭和初期にかけて、抒情的な挿絵画家として人
気を博した加藤まさをが手がけた挿絵や楽譜、そして彼の
詩に曲をつけた作曲家たちなどを紹介します。
とき／８月21日㈯～９月19日㈰
　午前９時～午後５時（入館は午後４時30分まで）
ところ／郷土博物館・文学館　休館日／月曜日・祝日の翌日
入館料／大人200円、中学生以下無料（博物館・文学館共通）

＜関連イベント＞　※参加無料・申込不要
・講演会「加藤まさををめぐる作曲家たち」
　とき／８月22日㈰午後２時～３時
　講師／大石　泰

ゆたか

 さん（東京藝術大学准教授）
・講演会「加藤まさをの童謡」～抒情画と童謡
　とき／８月29日㈰午後２時～３時
　講師／上

かみ

　笙
しょう

一
いち

郎
ろう

 さん（児童文化評論家）

●体験学習「藤枝デンデン太鼓」
　郷土玩具「デンデン太鼓」「からくり弁慶」「からくり牛
若丸」を作ってみませんか。
とき／８月21日㈯～ 10月24日㈰の開館日
受付時間／午前９時～午後３時
ところ／郷土博物館２階・工作学習室
材料費／デンデン太鼓１個200円
　　　　からくり弁慶１個200円
　　　　からくり牛若丸１個200円
製作時間／約１時間
※小学校２年生以下は、
保護者同伴。
※体験学習のみ行う場
合は、入館料は不要
です。郷土博物館受付
で、体験学習のみと、
お申し付けください。

▲藤枝に投下された爆弾の破片
　（郷土博物館で常設展示中）

消費
生活編

　

携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
普
及
で
、
わ
た
し
た
ち
の
生
活

は
、
と
て
も
便
利
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
一
方
で
、
こ
れ
ま
で
考
え
ら

れ
な
か
っ
た
架
空
請
求
や
不
当
請

求
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま

れ
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

無
用
な
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
、
自
分

を
守
る
た
め
に
、
必
要
な
知
識
を

身
に
付
け
、
ト
ラ
ブ
ル
を
回
避
し

ま
し
ょ
う
。
最
近
寄
せ
ら
れ
た
質

問
と
そ
の
対
処
法
を
紹
介
し
ま
す
。

Ｑ　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
、
ボ
タ

ン
を
ク
リ
ッ
ク
し
た
ら
、「
登

録
完
了
」
と
画
面
に
表
示
さ
れ

ま
し
た
。
契
約
し
た
こ
と
に
な

り
ま
す
か
。

Ａ　

パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
に

「
登
録
さ
れ
ま
し
た
」「
入
会
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
な
ど

と
表
示
さ
れ
て
も
、
契
約
が
有

効
に
成
立
し
て
い
る
と
は
限
り

ま
せ
ん
。

求
画
面
を
表
示
し
続
け
る
こ
と

で
、
利
用
者
を
心
理
的
に
追
い

込
み
、
料
金
を
振
り
込
ま
せ
よ

う
と
す
る
意
図
も
あ
り
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
メ
ー
カ
ー
や
契
約
し

て
い
る
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
に
削
除

方
法
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
Ｉ
Ｐ
Ａ
（
独
立
行
政
法
人
情
報

処
理
推
進
機
構
）
の
対
策
情
報

ペ
ー
ジ
に
削
除
方
法
が
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
参
考
に
し

て
く
だ
さ
い
。

http://www.ipa.go.jp/security/ 
topics/alert20080909.html

　

最
近
、
パ
ソ
コ
ン
・
携
帯
電
話

の
利
用
に
関
す
る
相
談
件
数
が
増

加
し
て
い
ま
す
。
携
帯
電
話
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
ト
ラ
ブ
ル
は
、

専
門
知
識
が
な
い
と
自
分
で
解
決

す
る
こ
と
が
難
し
い
ケ
ー
ス
も
あ

り
ま
す
。

　

困
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
市
民
相
談

セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

Ｑ　

い
き
な
り
身
に
覚
え
の
な
い

請
求
や
「
裁
判
所
に
訴
え
る
」

「
強
制
執
行
す
る
」な
ど
の
メ
ー

ル
が
届
き
ま
し
た
。
ど
う
す
れ

携
帯
電
話
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
　
転
ば
ぬ
先
の
知
恵
袋

便
利
だ
け
ど
危
険
も
い
っ
ぱ
い

対象／市内に住んでいるか通勤・通学してる人
期間／９月～ 12月（全12回）
受講料／４千円～７千円
申込み日／８月17日㈫に、受講料を持って、直接、市民体
育館に右側に記載した時間厳守でお越しください。
※１人で何人もの申し込み、電話での申し込みはできません。
◇注意事項◇
・既納の受講料の返還、申し込み後の教室・受講生の変更
はできません。
・定員に満たない教室は、８月23日㈪正午まで市民体育館
で受け付けます。
・申し込みが少ない教室は、開講しない場合があります。
・申込当日は、駐車場がたいへん混雑します。自家用車で
の来場は、できるだけご遠慮ください。
・託児（有料）のある教室もありますが、先着順となりま
す。お尋ねください。

市民体育館の教室（受付日時／８月17日㈫午後１時～４時）
　・さわやか体操　・リフレッシュ体操　・ジュニアス
ポーツ　・キッズサッカー　・ジュニアサッカー　・幼
児スポーツ　・親子遊びの集い　・女性体操　・ミニト
ランポウオーク　・卓球（昼間）
市武道館の教室（受付日時／８月17日㈫午前９時～正午）
　・太極拳　・フラダンス　・リズムダンス　・エン
ジョイエアロ　・身体リセットストレッチ　・ズンバ 
・“HIPHOP”親子でダンスで遊ぼう！　・“HIPHOP”
ダンスで遊ぼう！　・ヨガ　・ストレッチヨガ　・骨盤
修正ヨガ　・社交ダンスＡ

夜間の教室（受付日時／８月17日㈫午後６時30分～７時30分）
　・ソフトテニス　・ストレッチ＆スポーツ　・卓球（夜間） 
・社交ダンスＢ　・剣道　・柔道　・少林寺拳法　・空手道
※詳細は、市民体育館内のチラシ・ポスター、ホームペー
ジ（パソコンサイト・携帯サイト）をご覧ください。

平成22年度スポーツ教室（第２期）受講生募集
問市民体育館　☎641･1112　 http://www.fujiedataikyo.com

ば
よ
い
で
す
か
。

Ａ　

身
に
覚
え
が
な
け
れ
ば
、
あ

わ
て
て
業
者
へ
連
絡
す
る
こ
と

は
、
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

業
者
へ
連
絡
す
る
と
、
氏
名
や

電
話
番
号
な
ど
、
新
た
な
個
人

情
報
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
公
的
機
関
を
名
乗
る
通

知
文
書
な
ど
が
送
付
さ
れ
た
ら
、

通
知
文
書
の
真
偽
に
つ
い
て
、

市
民
相
談
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

Ｑ　

パ
ソ
コ
ン
に
請
求
画
面
が
表

示
さ
れ
続
け
て
い
ま
す
。
ど
う

対
応
す
れ
ば
よ
い
で
す
か
。

Ａ　

パ
ソ
コ
ン
を
再
起
動
し
て
も

請
求
画
面
が
表
示
さ
れ
続
け
る

の
は
、
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て

い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
請

安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り　
No.68

問
市
民
相
談
セ
ン
タ
ー　

内
線
６
７
５　
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参議院議員通常選挙の結果をお知らせします
参議院議員通常選挙は、６月24日に公示され、７月11日に投・開票が行われました。市内の投票率は、静岡
県選出議員選挙、比例代表選出議員選挙とも59.46％でした。即日開票した結果は次のとおりです。

問市選挙管理委員会　内線741

投票区 投票所 有権者数
（人）

投票者数
（人）

投票率
（％） 投票区 投票所 有権者数

（人）
投票者数
（人）

投票率
（％）

第１ 高洲中学校屋内運動場 3,367 2,124 63.08 第20 市立青島南公民館 3,571 2,278 63.79
第２ 生涯学習センター 3,710 2,238 60.32 第21 茶屋河原会館 4,454 2,354 52.85
第３ 市役所１階ロビー 4,083 2,246 55.01 第22 市立大洲公民館 3,788 2,243 59.21
第４ 藤枝小学校屋内運動場 4,084 2,427 59.43 第23 原会館 3,696 2,180 58.98
第５ 市立西益津公民館 4,181 2,595 62.07 第24 静清高校 2,413 1,435 59.47
第６ 市立葉梨公民館 5,509 3,017 54.76 第25 青島北小学校屋内運動場 3,948 2,406 60.94
第７ 葉梨西北小学校屋内運動場 1,801 1,055 58.58 第26 平島上公会堂 2,468 1,531 62.03
第８ 市立稲葉公民館 2,677 1,503 56.14 第27 藤枝東幼稚園 3,561 2,029 56.98
第９ 市武道館 2,181 1,308 59.97 第28 青島小学校屋内運動場 3,100 1,944 62.71
第10 青島第１自治会館 2,475 1,488 60.12 第29 高洲第４自治会館 2,978 1,804 60.58
第11 瀬戸公民館 4,268 2,440 57.17 第30 市立高洲公民館 4,091 2,470 60.38
第12 市立青島北公民館 5,268 3,279 62.24 第31 志太教育会館 3,047 1,874 61.50
第13 大洲中学校屋内運動場 3,833 2,369 61.81 第32 岡部支所 3,700 2,207 59.65
第14 藤の瀬会館 1,935 1,060 54.78 第33 市民ホールおかべ 2,163 1,326 61.30
第15 高根幼稚園 406 254 62.56 第34 朝比奈第一小学校体育館 1,875 1,084 57.81
第16 市立広幡公民館 4,480 2,556 57.05 第35 三輪公民館 2,460 1,506 61.22
第17 藤岡会館 3,340 2,098 62.81 在外公館分 104 14 13.46
第18 高洲南小学校屋内運動場 3,814 2,374 62.24 合計 116,811 69,453 59.46
第19 青木公会堂 3,982 2,337 58.69

各投票所の投票結果

開票結果（選挙区） 開票結果（比例区）
氏名（敬称略） 市内得票数 県内総得票数
かわい　純一 13,824 359,983
渡辺　浩美　 4,232 94,416
中野　雄太　 894 17,633

当 岩井　しげき 21,670 554,459
中本　なおこ 7,686 206,870

当 藤本　ゆうじ 19,444 485,507
※当は、当選者

党名 市内得票数 党名 市内得票数
幸福実現党 238.545 社会民主党 1,942.571
みんなの党 10,649.467 たちあがれ日本 1,168.111
民主党 21,519.101 日本創新党 620.000
女性党 539.526 国民新党 724.182
自由民主党 17,835.294 公明党 7,151.850
新党改革 1,359.437 日本共産党 3,905.900
※各党の得票数には、候補者名による得票を含む

※届出順※届出順

保留地（宅地）を販売します
問水守土地区画整理組合　☎646･1001

市道廃止のお知らせ
問水守土地区画整理組合　☎646･1001

至藤岡

至島田

国
道
１
号

迂
回
路

至
鬼
島

至静岡

水守

廃
止
市
道

至
藤
枝
駅

至
葉
梨

葉梨川

●ホームセンター

●スーパーマーケット

●コンビニエンスストア

●藤枝北高校

●
藤
岡
ク
リ
ニ
ッ
ク

ファミリー

レストラン

●

街区 符号 面　積 価　格 備　考
19 14 292.81㎡ 　（88.58坪） 18,489,931円
33 17 249.83㎡ 　（75.57坪） 17,014,271円
44 ９ 509.08㎡ 　（154.00坪） 39,554,461円 分割応談
53 ９ 869.69㎡ 　（263.08坪） 44,660,336円 分割応談

申し込み／８月21日㈯～９月３日㈮に、直接、水守土地区画整
理組合へ（午前９時～午後５時、土・日曜日も受け付けます）

※抽選は、藤枝市水守土地区画整理組合保留地処分規程により、
水守土地区画整理組合員を優先します。なお、組合員による
申し込みがなかった場合は、市内に住んでいるか通勤してい
る人、次に、一般申し込みの人の順で、抽選を行います。

※必要な書類など、詳しくは、お問い合わせください。

抽選会
　とき／９月11日㈯午前９時～
　ところ／水守土地区画整理組合（八幡75‒2）

　土地区画整理事業に伴い、二級市道「水守岡出山
入口線」の一部（藤岡入口～国道１号）を廃止しま
す。現在、当該道路をご利用のみなさんには、ご迷
惑をお掛けしますが、ご協力をお願いします。

廃止日時／９月２日㈭午前10時

盆の精霊送りの供物などの臨時収集　問生活環境課　内線417

８月16日㈪午前８時までに
指定場所に出してください。

《指定場所》　※雨天でも行います。

※供養を済ませた供物などは、必ず透明か半透明の袋に入れて指定
の場所に出してください。竹などの長いものは、１メートル以内
に切って束ねてください。

瀬戸谷地区
中山遊園地・瀬戸谷第一自治会館横・大出橋の袂

たもと

（右岸）・
中里元茶工場・峠公民館・市之瀬茶工場前・市之瀬橋の袂・
大久保沢橋の袂・大久保公民館・滝ノ谷多目的集会場・滝
口橋の袂・滝沢山鼻橋の袂・滝沢上バス停
稲葉地区
宮原公民館・中山駐在所前・助宗二番井取水場所下・丸新
茶工場・堀之内バス停北側堤防・谷稲葉会館・寺島会館・
北部学校給食センター裏不燃物集積所
葉梨地区
西方第一老人憩いの家・西方第二町内会館・元第三水防資
材置場・大沢寺冷蔵庫前・上大沢バス停・下大沢不燃物集
積所・北方北部公民館・北方中部公民館・北方南部町内会
館・岩清水農道入口・白藤公園不燃物集積所・中ノ合町内
会館・葉梨公民館前・金沢園横不燃物集積所・上川公会堂・
花倉公会堂・上藪田公民館・下藪田橋の袂・サニーヒルズ
東浦公園集積所・中藪田町内会館・高田町内会館・時ヶ谷
町内会館・清里１不燃物集積所Ｂ・清里２不燃物集積所
広幡地区
横内橋上左岸・八幡橋上右岸・下当間公会堂・久保田公会
堂・水守町内会館駐車場・潮ふれあい広場・仮宿公会堂
藤枝地区
左車会館・五十海第三公園・市部公園・藤岡会館・長楽寺
公園・下伝馬会館・勝草橋左岸・金吹橋の袂・日切地蔵前

西益津地区
六間川橋の袂・西益津公民館・中央消防署横（瀬戸川）・
西高橋の袂・城南保育園前空き地・藤枝稚苗園芸東六間川
左岸・青池東側
青島地区
勝草橋上右岸・ふじみ台梅園入口・前島仲通弘法堂前・青
島第一自治会館前・青島東小通学路青木橋の袂・興福寺・
駅西公園南側入口・田沼中会館北側水路の堤・田沼南公会
堂・新南新屋団地１号棟橋の袂・青葉町南町内会館・青葉
町中公会堂・青南橋の東側・追分町内会館・内瀬戸公民館・
瀬戸公民館・三軒屋ふれあい会館・一里山公民館・駿河台
コミュニティーセンター
高洲地区
（旧）きもの熱愛会駐車場・切島第二ふれあい広場駐車場・
黒石川橋の袂・仁平公会堂北側黒石川提・万太夫橋左岸
100メートル下・兵太夫下集会所・高洲第四自治会館・西
高橋右岸下流100メートル先地蔵堂前・外川原墓地・木屋
川橋の袂・杉本様宅前・与左衛門ふれあい広場東側
大洲地区
忠兵衛内藤様宅東側・弥左衛門萩原様宅前用水路橋の袂・
土瑞橋の袂・栃山川あぶみ橋の袂・大弥橋の袂・大井川河
川敷駐車場・大石良夫様宅南側１番水路の袂・大井川日清
紡排水先・五平公会堂・科研製薬南側大井川河川敷スポー
ツ広場駐車場

浄化槽設置補助制度をご利用ください　問生活環境課　内線414
合併処理浄化槽への切り替え補助を拡大
　市では、家庭から出される生活雑排水を、市街地では公共下水道、山間地
では農業集落排水施設、それ以外の地域では合併処理浄化槽で処理するよう
計画を策定し、その普及に努めています。
　しかし、いまだに、し尿だけを処理する単独処理浄化槽が多く残っていて、
台所や風呂、洗濯で使われた生活排水が未処理のまま水路に流されています。
この未処理の排水が、河川や海などを汚す原因となっています。
　このため、既設の単独処理浄化槽から合併処理浄化槽への切り替えに対す
る補助金を、本年度は拡大しました。現在、単独処理浄化槽をお使いのみな
さんは、この機会に、合併処理浄化槽への切り替えに、ご協力ください。
対象／平成22年度中に個人の住宅（居住部の面積が２分の１以上の店舗併用
住宅を含む）に10人槽以下の合併処理浄化槽を設置し、次のいずれかの条
件に該当する人（１家庭１基まで）
①建築確認申請を要しないリフォーム、または建物の改造を伴わない単独
処理浄化槽からの転換…60万円

②新築・増改築、汲み取り便槽からの転換による新設…20万円
対象区域／公共下水道事業認可区域・農業集落排水事業整備区域・地域汚水
処理施設整備区域に含まれない区域

浄化槽設置者講習会
　浄化槽を設置している人には、保
守・点検、清掃、法定検査の３つが
義務付けられています。
　さらに、この３つに加え、少しの
気配りで、浄化槽の能力を最大限発
揮させることができます。
　市では、こうした情報をお知らせ
する場として、浄化槽設置者講習会
を開催しています。浄化槽設置補助
金制度を利用している人や、これか
ら利用を検討している人は、ぜひ、
ご参加ください。
とき／９月４日㈯、平成23年２月26
日㈯　いずれも午前10時～11時30
分　※２日間とも同じ内容。
ところ／生涯学習センター
参加料／無料　※申込不要
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玉
露
の
里
野
菜
ラ
ン
チ
バ

イ
キ
ン
グ
営
業
日
の
変
更

夏
休
み
施
設
見
学
会
『
古
代
カ

ツ
オ
ブ
シ
の
源
流
を
訪
ね
て
』

精
神
保
健
啓
発
講
演
会

劇
団
ほ
の
お
公
演

平成23年の成人式は１月９日㈰
問生涯学習課　☎643･3047

陶芸センターの催し
問陶芸センター　☎639･0148

▼
と
き
／
８
月
18
日
㈬
午
後
７
時
〜

８
時　

▼
と
こ
ろ
／
市
立
総
合
病
院

講
堂　

▼
内
容
／
フ
ッ
ト
ケ
ア
に
つ

い
て　

▼
講
師
／
看
護
部
・
黒
柳
友

子
主
任
、
坂
原
幸
枝
主
任　

▼
受
講

料
／
無
料　

※
申
込
不
要

問
市
立
総
合
病
院
管
理
課

☎
６
４
６
・
１
１
１
１

▼
と
き
／
８
月
24
日
㈫
午
後
４
時
〜

５
時　

▼
と
こ
ろ
／
市
立
総
合
病
院
多

目
的
ス
ペ
ー
ス　

▼
内
容
／
糖
尿
病

の
食
事
療
法
に
つ
い
て　

▼
講
師
／ 

▼
対
象
／
市
内
に
住
ん
で
い
る
か
、

通
勤
・
通
学
し
て
い
る
、
小
学
生
以

園
田
芙ふ

美み

・
管
理
栄
養
士　

▼
受
講

料
／
無
料　

※
申
込
不
要

問
市
立
総
合
病
院
地
域
医
療
連
携
室

☎
６
４
６
・
１
１
９
３

上
で
編
成
し
た
チ
ー
ム
（
１
チ
ー
ム

３
人
で
、登
録
は
５
人
ま
で
）
※
小
・

中
学
生
の
み
で
編
成
し
た
チ
ー
ム
は
、

保
護
者
同
伴　

▼
と
き
／
９
月
12
日

㈰
午
前
８
時
45
分
〜　

▼
と
こ
ろ
／

市
民
体
育
館　

▼
定
員
／
32
チ
ー
ム

（
申
込
順
）　

▼
参
加
料
／
５
０
０
円

▼
申
し
込
み
／
８
月
27
日
㈮
ま
で
に
、

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
に
備
え
付
け
の
申

込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
直

接
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
、
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
へ　

内
線
７
７
４

６
４
３
・
３
３
２
７

は
つ
ら
つ
シ
ニ
ア
大
学
＂脳
学
部
＂

９
月
か
ら
営
業
日
が
変
わ
り
ま
す
。

▼
変
更
後
の
営
業
日
時
／
土
・
日
・

月
曜
日
、
祝
日　

午
前
11
時
〜
午

後
２
時　

▼
メ
ニ
ュ
ー
／
季
節
ご

と
13
種
類
の
野
菜
料
理
と
サ
ラ
ダ
、

ス
ー
プ
、
地
元
産
の
ス
イ
ー
ツ
な
ど 

▼
料
金
／
１
５
７
５
円
（
75
分
間
）

問
玉
露
の
里 

☎
６
６
８
・
０
０
１
９

▼
と
き
／
８
月
27
日
㈮
午
前
９
時
15

分
〜
午
後
３
時
（
午
前
９
時
に
市
役

所
ロ
ビ
ー
集
合
）　

▼
内
容
／
志
太

郡
衙
資
料
館
や
焼
津
水
産
加
工
団
地

な
ど
の
見
学　

▼
定
員
／
30
人
（
申

込
順
）　

▼
参
加
料
／
50
円
（
保
険

代
）　

▼
持
ち
物
／
弁
当
、
水
筒
な

ど　

▼
申
し
込
み
／
８
月
12
日
㈭
か

ら
、
電
話
で
文
化
財
課
へ

☎
６
４
５
・
１
１
８
４

▼
対
象
／
市
内
に
住
ん
で
い
る
介
護

認
定
を
受
け
て
い
な
い
65
歳
以
上
の

人　

▼
と
き
・
と
こ
ろ
／
①
９
月
30

日
〜
平
成
23
年
３
月
24
日
の
毎
週
木

曜
日
（
全
25
回
）・
市
武
道
館
、
②
10

月
５
日
〜
平
成
23
年
３
月
29
日
の
毎

週
火
曜
日
（
全
25
回
）・
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー　

▼
時
間
／
Ａ
コ
ー
ス
… 

午
前
９
時
10
分
〜
10
時
10
分
、Ｂ
コ
ー

ス
…
午
前
９
時
50
分
〜
10
時
50
分
、

Ｃ
コ
ー
ス
…
午
前
10
時
30
分
〜
11
時

30
分　

▼
内
容
／
簡
単
な
読
み
書
き
、

計
算
な
ど　

▼
定
員
／
各
コ
ー
ス
３ 

人
〜
10
人（
申
込
順
）　

▼
受
講
料
／ 

月
２
千
円　

▼
申
し
込
み
／
８
月
16

日
㈪
か
ら
電
話
で
介
護
福
祉
課
へ

内
線
６
７
８

テクスチャライザ＝レンガ
　　　　　　　　　150％
　　　　　　　　　レリーフ　4
　　　　　　　　　照射方向　左上へ
かげ＝ぼかし　5

情
報

フ
ァ
イ
ル

　市梨業振興会では、平成22年度
「藤里梨品評会」の審査員を募集
します。地元産の梨の審査をして
みませんか。
対象／市内に住んでいるか、通勤
している、梨が大好きな人

とき／８月27日㈮午後２時～
ところ／生涯学習センター
審査品目／藤里梨「豊水」
定員／ 16人（申込順）
申し込み／８月18日㈬までに、直
接または電話で農林課へ
※詳細については、後日、本人に
連絡します。
※品評会に出品された梨は、８月
28日㈯午前９時から、生涯学習
センターで販売します。

対象／平成２年４月２日～３年４月１日に生まれた人
とき／平成23年１月９日㈰午前10時30分～（受け付けは
午前10時～）

ところ／各中学校（ただし、藤枝中学校区は生涯学習セ
ンター、青島中学校区は文化センター、高洲中学校区
は高洲公民館、瀬戸谷中学校区は藤の瀬会館、岡部中
学校区は市民ホールおかべ）

※中学校卒業後に藤枝市に転入してきた人や、私立中学
校を卒業した人などは、居住する中学校区の会場へお
越しください。
※市外に住所を異動した人で、市内で行う成人式に出席
を希望する人は、10月１日㈮～ 11月30日㈫に、電話
で生涯学習課へ。

新成人の協力者とボランティア募集
　式典の企画運営や新成人の誓い、アトラクションなど
をしてくれる新成人と、ボランティアとして、当日の運
営や会場設営などに協力してくれる人を募集しています。
申し込み／ 10月29日㈮までに、電話で生涯学習課へ

対象／市内に住んでいるか、通勤して
いる人（中学生以下は保護者同伴）

時間／午後７時～８時45分
受講料（全７回）／千円（中学生以下
は500円）　※トランポウオーク教室
は、用具レンタル料として別途千円。

持ち物／運動のできる服装、体育館
シューズ、タオル、飲み物

申し込み／直接または電話でスポーツ
振興課へ

　今回の公聴会は、志太広域都市計画（藤
枝市、焼津市）についてです。
とき／９月８日㈬午後２時～
ところ／焼津市役所本庁６階603号室
都市計画案の内容／志太広域都市計画区
域の整備・開発・保全の方針の変更（県
決定）、志太広域都市計画区域区分の
変更（県決定）、志太広域都市計画用
途地域の変更（市決定）
※公述の申し出がなかった場合、公聴会
は中止です。公述希望者は９月１日㈬
午後５時15分までに、書式に公述内容
を記載し、都市計画課へ。
※県決定案件は、県都市計画課と都市計
画課、市決定案件は都市計画課で閲覧
できます。また、案件・公述書式は県・
市のホームページでも閲覧できます。

藤
ふじ

里
さと

梨
なし

品評会審査員募集
問農林課　内線454

ニュースポーツ教室
問スポーツ振興課　内線774

都市計画に関する公聴会
問都市計画課　内線202   　　
　県都市計画課　☎221･3062

姉
妹
都
市
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ペ
ン

リ
ス
市
か
ら
の
、
交
換
学
生
受
け
入

れ
の
お
手
伝
い
を
し
て
く
れ
る
人
を

募
集
し
ま
す
。

▼
と
き
／
９
月
20
日
㈷
〜
10
月
８
日

㈮
の
都
合
の
よ
い
日　

▼
申
し
込 

み
／
８
月
23
日
㈪
〜
31
日
㈫　

午
前

９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分
に
電
話

で
市
国
際
友
好
協
会
へ

☎
２
７
０
・
３
２
３
２

▼
対
象
／
高
校
生
以
下
（
小
学
生
は

保
護
者
同
伴
）　

▼
と
き
／
10
月
２

日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分　

▼
と
こ
ろ
／
静
浜
基
地　

▼
内
容
／ 

航
空
機
や
滑
走
路
の
見
学
な
ど 

▼
定
員
／
３
０
０
人（
抽
選
）　

▼
申 

し
込
み
／
８
月
31
日
㈫
ま
で
に
、
ハ

ガ
キ
に
ち
び
っ
子
ヤ
ン
グ
大
会
参
加

希
望
、
参
加
者
全
員
の
住
所
・
氏

名
・
学
校
名
・
電
話
番
号
・
生
年
月

日
・
年
齢
・
車
で
来
場
す
る
場
合
は

車
の
台
数
・
ナ
ン
バ
ー
を
記
入
し
、

〒
421-

0293
焼
津
市
上
小
杉
１
６
０
２
静 

浜
基
地
へ　

☎
６
２
２
・
１
２
３
４

か
し
ば
や
懐
か
し
の
映
画
祭

肺
が
ん
精
検
外
来
開
設

市
立
総
合
病
院
公
開
講
座

糖
尿
病
勉
強
会
・
相
談
会

室
内
ペ
タ
ン
ク
大
会

交
換
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ち
び
っ
子
ヤ
ン
グ
大
会

▼
と
き
／
８
月
21
日
㈯
午
後
５
時
〜

８
時
45
分　

▼
と
こ
ろ
／
大
旅
籠
柏

屋　

▼
内
容
／
子
ど
も
花
火
大
会
、

映
画
上
映
な
ど　

※
当
日
は
県
民
の

日
の
た
め
柏
屋
の
入
館
は
無
料
で
す
。

問
大
旅
籠
柏
屋☎

６
６
７
・
０
０
１
８

▼
対
象
／
胸
部
エ
ッ
ク
ス
線
検
査
な

ど
で
「
精
密
検
査
を
要
す
る
」
と
判

定
さ
れ
、
検
査
報
告
書
を
持
参
し
た

人
（
紹
介
状
不
要
）　

▼
と
き
／
毎

週
水
曜
日　

午
前
８
時
30
分
〜
11

時
（
事
前
の
電
話
予
約
が
可
能
で
す
。

平
日
の
午
後
２
時
〜
４
時
）

問
市
立
総
合
病
院
呼
吸
器
外
来

☎
６
４
６
・
１
１
１
１

テクスチャライザ＝レンガ
　　　　　　　　　150％
　　　　　　　　　レリーフ　4
　　　　　　　　　照射方向　左上へ
かげ＝ぼかし　5

防
衛
省（
自
衛
官
）採
用
試
験

わ
ら
べ
う
た
講
座

▼
対
象
／
18
歳
以
上　

▼
と
き
／
８

月
29
日
㈰
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

30
分　

▼
と
こ
ろ
／
駅
南
図
書
館 

▼
と
き
／
９
月
11
日
㈯
午
後
２
時
30

分
〜
（
午
後
２
時
開
場
）　

▼
と
こ

ろ
／
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

▼
演 

題
／
生
き
る　

生
か
さ
れ
る　

あ
り

が
と
う　

▼
定
員
／
３
７
０
人
（
抽

選
）　

▼
入
場
料
／
無
料　

▼
申
し

込
み
／
８
月
23
日
㈪
ま
で
に
、
往
復

ハ
ガ
キ
に
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
・
参
加
人
数
（
２

人
ま
で
）
を
記
入
し
、
〒
426‒

0078
市

内
南
駿
河
台
１‒

14‒

１
健
康
推
進

課
へ　
　
　

☎
６
４
５
・
１
１
１
１

▼
定
員
／
30
人
（
申
込
順
）　

▼
参

加
料
／
無
料　

▼
申
し
込
み
／
電
話

で
、
駅
南
図
書
館
へ

☎
６
３
６
・
４
８
０
０

▼
と
き
／
Ａ
コ
ー
ス
…
９
月
７
日
〜

11
月
９
日
の
毎
週
火
曜
日　

Ｂ
コ
ー

ス
…
９
月
９
日
〜
11
月
18
日
の
毎
週

木
曜
日　

い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
正

午　

▼
と
こ
ろ
／
市
民
テ
ニ
ス
場 

▼
定
員
／
各
60
人（
申
込
順
）　

▼
受 

講
料
／
５
５
０
０
円
（
全
10
回
分
）

▼
申
し
込
み
／
８
月
24
日
㈫
午
前
９

時
か
ら
、
直
接
、
市
民
テ
ニ
ス
場
へ

☎
６
４
４
・
６
０
８
０

テクスチャライザ＝レンガ
　　　　　　　　　150％
　　　　　　　　　レリーフ　4
　　　　　　　　　照射方向　左上へ
かげ＝ぼかし　5

第
２
期
硬
式
テ
ニ
ス
教
室

航
空
学
生　

▼
応
募
資
格
／
高
校
を

卒
業
（
卒
業
見
込
み
を
含
む
）
し

た
21
歳
未
満
の
人　

▼
第
１
次
試

種目 定員 とき ところ
フレッシュ
テニス 30人 ９月14日～10月26

日の毎週火曜日
青島小学校
体育館

ファミリー
バドミントン 20人 ９月14日～10月26

日の毎週火曜日
岡部小学校
体育館

トランポ
ウオーク 20人 ９月15日～10月27

日の毎週水曜日
蓮華寺池
ホール

お詫び
と訂正

広報ふじえだ７月20日号10ページ「すこやか情報箱」
の『検診車による胃がん検診』の日程に誤りがあり
ました。お詫びして、訂正します。

高洲南小学校体育館前　
（誤）30日㈪　→　（正）20日㈮
８月30日㈪は、検診車による胃がん検診はありません。

手ろくろ教室（全10回）　定員／各20人（抽選）
土曜日コース　９月11日～ 11月13日　午後１時30分～
火曜日コース　９月７日～ 11月９日　午前10時～
水曜日コース　９月８日～ 11月10日　午後１時30分～

電動ろくろ教室（全10回）　定員／各15人（抽選）
　とき／９月10日～ 11月12日の毎週金曜日
　午前コース…午前10時～　午後コース…午後１時～

ところ／陶芸センター　受講料／各１万円（材料費別途）
申し込み／８月15日㈰～ 27日㈮に、往復ハガキに郵便番
号・住所・氏名・電話番号・希望の教室とコースを記入
し、〒426-0131市内瀬戸ノ谷1706-1陶芸センターへ

そば栽培体験
　とき／８月29日㈰午前９時30分～（種まき）
　　　※食器づくりを10月、そば打ち体験を11月に予定。
　内容／種まき、刈り取り、石臼挽き
　参加料／無料　定員／ 30人（申込順）
　申し込み／８月27日㈮午後５時までに、電話で陶芸センターへ

験
日
／
９
月
23
日
㈷

一
般
曹
候
補
生　

▼
応
募
資
格
／
18

歳
〜
27
歳
の
人　

▼
第
１
次
試
験

日
／
９
月
18
日
㈯

自
衛
官
候
補
生　

▼
応
募
資
格
／
18

歳
〜
27
歳
の
人　

▼
試
験
日
／
男

子
…
９
月
18
日
㈯
・
25
日
㈯
（
２

日
間
）、
女
子
…
９
月
26
日
㈰

▼
申
し
込
み
／
い
ず
れ
も
９
月
10
日

㈮
ま
で
に
、
電
話
で
、
自
衛
隊
藤
枝

地
域
事
務
所
へ☎

６
４
３
・
６
３
９
１

自
衛
隊
制
度
説
明
会

▼
と
き
／
８
月
８
日
㈰
・
15
日
㈰
・

22
日
㈰　

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
午

後
５
時　

▼
と
こ
ろ
／
自
衛
隊
藤
枝

地
域
事
務
所　

※
申
込
不
要
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無料ボランティアカット

看護師等再就職相談

昔話のへや　大人のためのお話会

夏休みサイエンス教室・ファイナル

野村生涯教育読書会

第15回児童・生徒俳句大会
初心者のためのエッセイ講座

駅北復活フェスタ　出店者

エンジョイアート展デザイン公募

殿地区の「虫送り」

第36回市民ゴルフ大会

催　　し催　　し催　　し

募　　集募　　集募　　集
無料ヘアカットで、幸せな気持ちをプ
レゼントします。

▼対象／ 75歳以上の人、体の不自由
な人、養護施設の子ども　 ▼とき／偶
数月の第３火曜日午前９時30分～午
後４時　 ▼ ところ／M

ミ ル フ ィ ッ ク

LFHC藤枝店
（前島）　 ▼ 参加料／無料　 ▼ 定員／ 
30人（先着順） ▼ 申し込み／電話で
MLFHC藤枝店へ	 ☎634･0020

▼ 対象／看護職の資格を持ち、現在、
就職していない人　 ▼ とき／８月24
日㈫午前10時～午後２時　 ▼ とこ 
ろ／福祉センターきすみれ　 ▼内容／
現場経験を持つ看護職相談員が、再就
職の相談に応じます　 ▼参加料／無料

▼申し込み／電話またはファクス・Ｅ
メールで県ナースセンターへ
	 ☎202･1761　 202･1762
	 shizuoka@nurse-center.net

▼とき／８月21日㈯午前10時～11時
30分（小雨決行）　 ▼ ところ／蓮華寺
池公園滝の広場　 ▼ 内容／化学マジッ
ク、ジャンボシャボン玉、ミラクル万
華鏡など　 ▼ 参加料／ 200円　 ▼ 持 
ち物／タオル、運動靴　※申込不要
※小学校３年生以下は保護者同伴
問藤枝サイエンスクラブ（河

か

西
さい

宅）
	 ☎646･7064（午後６時以降）

▼とき／８月20日㈮・９月29日㈬・
10月20日㈬・11月15日㈪午前10
時～午後３時　 ▼ ところ／文化セン
ター　 ▼内容／テキスト年刊誌「生涯
教育Ⅷ」を使っての読書会　 ▼ 参加 
料／１回500円　※幼児には幼児教
育部があります。
問㈶野村生涯教育センター静岡支部
	 ☎257･9111

▼対象／中学生以上　 ▼とき／８月27
日㈮午後７時～８時20分　 ▼ところ／ 
古民家ギャラリーこころ庵（寺島）	

▼ 内容／旅人馬（日本）、ヨリンデと
ヨリンゲル（グリム）など　 ▼定員／
40人（申込順）　 ▼ 参加料／ 300円	

▼ 申し込み／８月12日㈭から、電話
またはファクスで藤枝昔話を語る会
（今村宅）へ	 ☎ 628･9165

▼対象／市内に住んでいるか、通学し
ている小学生～高校生　 ▼募集内容／ 
自作未発表の俳句（１人２句まで）	

▼ 投句料／無料　 ▼ 応募方法／９月
15日㈬までに、各市立公民館に備
え付けの応募用紙に必要事項を記入
し、直接、各学校に提出するか郵送で	
〒426–0007市内潮152–21市文化	
協会俳句募集係（神山宅）へ
	 ☎646･1432

▼ とき／８月24日から毎月第４火曜
日　午前９時30分～11時30分　 ▼と 
ころ／青島南公民館　 ▼内容／エッセ
イを楽しく学ぶ　 ▼ 会費／月千円程
度　 ▼ 申し込み／８月22日㈰までに、
電話またはファクスでエッセイ講座
「温

おん

石
じゃく

」（神谷宅）へ	 ☎ 635･8917

▼ とき／８月28日㈯午前11時～午
後３時　 ▼ところ／藤枝駅前商店街れ
んが道　 ▼内容・出店料／フリーマー
ケットの出店・500円、物品販売・
1500円　 ▼ 申し込み／電話で藤枝
駅前商店街振興組合事務局へ
	 ☎641･0707
※駅北地区の古い写真も探しています。

▼対象／高校生以上　 ▼内容／Ｔシャ
ツなどとして製品化するデザインを
募集。テーマは「スローライフ」「ワ
イルドライフ」「チャレンジライフ」
または自由テーマ　 ▼ 申し込み／９
月17日㈮までに、直接、市内南新屋
204–4げんきむらプリント工房へ
	 ☎646･0218

▼とき／８月23日㈪午後６時～　 ▼と 
ころ／岡部町殿地区の田んぼ（西川	
原～総善寺の約１㎞）　 ▼ 内容／松

たい

明
まつ

に火を灯し、明かりに集まる虫を退治
して、豊作を祈願する地域の伝統行事
※申込不要
問朝比奈宅	 ☎668･0810

▼とき／８月22日㈰午後１時～　 ▼と 
ころ／市民会館　 ▼内容／県内高校生
以下の和太鼓チームによる、全国大会
出場をかけた演奏会（静岡県太鼓連盟
主催）　 ▼入場料／無料
問藤枝太鼓（寺田宅）	 ☎638･0022

▼ 対象／市内に住んでいるか、通勤
している人　 ▼ とき／ 10月11日㈷	

▼ ところ／藤枝ゴルフクラブ　 ▼ 定 
員／ 70組280人　※プレー料金・申
込方法など、詳しくはお問い合わせく
ださい。
問藤枝市ゴルフ連盟事務局（藤枝ゴル
フクラブ内）	 ☎641･0055

▼
昨
年
８
月
11
日
に
発
生
し
た
駿
河

湾
沖
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
6.5
の
地
震
か
ら
、
早
い
も
の
で
１

年
が
た
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
地
震

直
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
多
く
の

人
た
ち
が
「
家
具
の
固
定
の
重
要
性

を
感
じ
た
。
家
庭
内
の
防
災
対
策
を

実
施
す
る
」
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
家
庭
で
は
、
家
具
の

固
定
な
ど
、
防
災
対
策
は
進
ん
で
い

ま
す
か
。
救
急
箱
や
非
常
用
持
ち
出

し
袋
の
中
身
の
消
費
期
限
は
、
大
丈

夫
で
す
か
。
９
月
１
日
は
「
防
災
の

日
」
で
す
。
家
庭
内
で
の
防
災
対
策

を
再
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

危
機
管
理
課　

広
報
委
員

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

▼
先
日
、
岡
部
町
内
谷
の
立
石
神
社

の
例
祭
が
あ
り
ま
し
た
。
神み

こ

し輿
が
輿こ

し

方か
た

に
担
が
れ
て
、
親
戚
や
友
人
が
集

ま
っ
た
家
々
の
前
を
練
り
歩
き
ま
す
。

地
域
の
絆
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る

に
ぎ
や
か
な
お
祭
り
で
す
。
夜
に
は
、

「
東と

西ざ
い

～
東と

う

西ざ
い

～
」
の
口
上
で
、
花

火
も
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
す
。
わ
た
し

は
、
こ
の
お
祭
り
で
、
毎
年
、
本
格

的
な
夏
の
訪
れ
を
感
じ
ま
す
。
７
日

の
藤
枝
花
火
大
会
を
皮
切
り
に
、
焼

津
、
島
田
と
、
花
火
大
会
が
続
き
ま

す
。
立
石
神
社
の
花
火
の
口
上
を
聞

い
た
ら
、
秋
空
に
打
ち
上
げ
ら
れ
る

大
龍
勢
が
待
ち
遠
し
く
な
り
ま
し
た
。

今
年
は
、
２
年
に
１
度
行
わ
れ
る
朝

比
奈
大
龍
勢
の
年
で
す
。　
　
　

○幸

編

集
後
記

日本太鼓ジュニアコンクール
静岡県予選会

問中心市街地活性化推進室　☎641･3366
　て～しゃばストリート 105 実行委員会　☎645･1555
　（文化センター内㈱まちづくり藤枝）

まちスタくん

【て～しゃばストリート１０５】
藤枝駅南メインストリートの長さは、
サッカーのフィールドと同じ 105ｍ。
「サッカーのまち藤枝」にふさわしいストリートフィールドです。

このイベント専用の駐車場はありません。
会場周辺の有料駐車場または公共交通機関をご利用ください。
JR藤枝駅南口発着のバスは期間中（22日間）、終日迂回しての運行となります。

上記期間中の、土・日曜日に

イベント開催日／
　①10月23日㈯～24日㈰　　②10月30日㈯～31日㈰
　③11月６日㈯～７日㈰　　④11月13日㈯～14日㈰
　※各団体の出演日は、事務局において調整します。
イベント実施可能時間／午前７時～午後７時
会場／瀬戸川左岸道路
募集事業／芸術・文化・スポーツのイベントなど
応募資格／
・市内に在住・通勤・通学または藤枝市出身の人、藤枝市周

辺で活動している団体
・政治・宗教・営利活動または暴力団もしくは暴力団員の統
制化にある活動などを目的としない団体。

募集団体／４団体
応募方法／８月20日㈮までに、中心市街地活性化推進室に備
え付けの企画書様式に必要事項を記入し、直接、お待ちく
ださい。（様式は、市のホームページからもダウンロード可）

事業費補助／１団体10万円を限度に交付
　（景品代・食料費・備品購入費などを除く）

瀬戸川こもれびの道（秋）　出演団体募集
10月15日～ 11月14日の毎週土・日曜日に開催　問中心市街地活性化推進室（文化センター内）　☎641･3366

ま
ち
か
ど
フ
ァ
イ
ル



これまでも、これからも
みなさんの笑顔のために

わたしたちも笑顔で

厳しき科学と温かき心

藤枝市立総合病院　創立60周年
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再

生
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使
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涼を呼ぶ藤枝の名瀑 宇
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とうげ
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特
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